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【A】

①・学校説明会等の場を活用するなどして、令和３年度に再
　定義したスクール・ミッション及び令和４年度までに各校
　で策定するスクール・ポリシー等、自校の教育活動を周知
　するよう指導助言
　・中・高の連携を促進するため、引き続き、実践事例を集
　約した資料を作成・配布

①近隣の中学校と互いの教育活動について共通理解を図る場
を設けている高等学校の割合が94.3％であったが、令和４年
度入学者から実施する新高等学校学習指導要領の趣旨を踏ま
え、全ての学校で設定されるよう更なる促進が必要

【C】

(3)中学校と高等学校との連携

【P】

①６年間の中高一貫教育の実践で得た成果の普及等を通じて、
中学校と高等学校の連携の充実に向けた取組を推進

①中高一貫教育における連携した教育活動の取組状況
 （連携型：中10校、高８校、一体型２校）
　・連携型中高一貫校の道立高校４校を「小規模総合学科校
　等による地域と連携・協働した高校魅力化推進事業」の推
　進校に指定
　・取組状況の把握を行い、実践事例を集約した資料を作
　成・配付

【D】
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